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!誼l定プロットの数は， 0.5 ha (50 m x 100 m) プロット 3倒ならびに0.2ha (40 m x 50m) 



















今i現の報告は， トドマツ混交林をテーマに;送金び 4林肌と 6林班に所ヂEする 1プロットを対
象とした。
1 0.2 ha国定フ。ロットの位鐙と測定経過





0.2 haフ。ロットの位誼を関 1に，また各プロットの地形条件を表 1に示した。
計測結果の整理iこ当たって， 白糠天然生林をトドマツ混交林 (4林班・ 6林班) と広葉樹林
(8林班)に大別した。
議 l プロットの地形条約二
プロット番号 地 勢 斜面方位平均傾斜
41 UJ股下音1 NW 4 
42 路線一山腹上部 NW 26 
43 iおl燦中部f) NE 25 
44 11J邸中部 SE 10 
45 山j滋中部…下部 SE 19 
46 尾根…山波上部 N 20 
47 山腹下部…谷筋 SE 34 
48 j苓桜一山!燦J二g，1 N 15 
49 尾根一山J!l上部 NW 25 
6 61 路線 SE 23 
62 山l波中部一下昔話 SE 30 
63 滋桜 SW 10 
8 81 山線下昔話 E 5 
82 UJ緩や音s SE 5 
83 路線一山!段上告Il S 14 
i刻l !::J糠天然~t:.;休のプ U ット佼獄図








きたい。表 3 は，プロット毎の立木本数の3hJllJ1肢とプロット I1\ Jの変動係数のiH~移をまとめたもの
である。全体に本数を減らしたプロットが多{，'oそのq:tで，広葉樹本数が増えたのは 42， 




4-1 4-2 4…3 4-4 4-5 4…6 4…7 4-8 4-9 6-1 6-2 
20.7 
5.6 






アオダモ 33.0 24.0 
イタヤカエテ'
ヤマモミジ































































?????? ???? ???ー? ?
2.8 4.5 23.0 
7.8 3.4 
上位 5位計 68.0 78.2 67.4 78.6 73.o 79.6 67.5 77.9 87.6 75.0 79.0 
プロット総数 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100ρ 10.0 100.0 1∞.0 100.0 100.0 



















































































































































































は， 76年時点で、の本数比率の小さい1釦こプロットを競べている。 4 2が42%から 37%弱へと比



































プロット '76 '80 '8 
4 -1 13.1 12.5 12.1 
4 -5 14.1 13.1 12.3 
4…7 16.9 16.9 15.5 
6-2 18.8 18.6 20.7 
4-3 28.4 28.5 30.9 
6-1 36.3 36.1 37.4 
4…百 39.2 38.8 40.1 
4-2 4l.0 37.7 36.8 
4 -4 4l.7 40.9 4l.2 
4 -8 53.0 52.8 52.2 
4-6 55.5 52.3 53.8 














第一に， {主級JIJの移動についてみると 76年-88年にかけて 10crn米出jで大きな本数減少を
みた反fI!， 30 cmll語以上で、の地力1を認めることができるο 第二に， プロット日IJにみて， 分布の期
120 
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度である。ここでは進界・枯損の到jきの激しし¥/J、後級に諸問して， 10 cm米満 C6-8cm)径級の
比本(以下，小径比本)をとり， その比が， 30%未満をL学製， 30%以とを非L字型!とした。
つまり 2つの制lにより 4つのタイプに分けることができる。
iま14と図5において， 76年と 88年の計測結果から， それぞれトト‘マツ本数比率と小箆比本の
2 ilhで各フ9ロットの位殺を開示した。
なお， 76年の計・測結果から，各プロット奇分類したものが，表5である。
タイプ I-1は， トドマツ小慾比率が比較的高く，在偏した L裂の本数分布を訴すもので，全
体に占めるトドマツ本数比率も高い。プロット全体の形状も強くお偏している。プロットでは，
4-2・4-9・6-1である。
























































トドマツ{t~ ( 1 -1) ( 1 -2)
(1) 4-2 4-4 
4-9 4-6 
6 1 4-8 
広議樹芸i (II-J) ( I -2) 










タイプ1I 2は. 4-1・4-5・4-7ぞ含めたグループである。小律上ヒ取が比較的小さく， ト
ドマツ本数比率も小さL、。刻一 lと1I-2の分布とその変化は，当然ながら広葉樹の動きに引きず
られる。
さで出自されることは， 76年から 88年にかけて， 国己のタイプ区分がどのように変動した
のかである。図4と関 5を比較すると，全体として，左への移行，つまり小結比率が減少するjj
I:-iJの勤きがみられるO
とくに，黒いr:1lでほi治されるように， タイプ 1-1 Iこj認するプロットの分散が悲しL、。 4 2と
123 
4-9・6-2を比較すると，各フ。ロットのトドマツヨド数比率に大きな変化はないが，小器比率で









グ‘/レー ブである。このグルー プは， fi百;晶表5の
タイプ区分におけるトドマツ製 1-1および 1-
































88/76 80/76 80/88 88/76 
1.20 …0.05 0.31 0.19 
2.28 2.10 1.70 1.93 
4.58 -0.68 1.57 0.79 
4.86 3.07 2.29 2.74 
5.49 2.86 1.57 2.12 
2.80 0.13 0.28 0.23 
-0.4 2.17 -0.37 0.45 
5.65 0.99 …0.37 0.08 
1.48 0.78 1.59 1.35 
0.43 1.50 1.28 1.41 
2.91 tl.02 1.40 2.42 
フ。ロット 総 数
タイプ区分 80/76 80/88 88/76 
4 -2 1 -1 0.57 0.64 0.63 
4-9 1 -1 2.8tl 1.55 2.10 
6 -1 I 1.51 2.88 5.54 
4-4 2 tl.54 3.08 3.94 
4 -6 I 2 5.33 2.68 3.94 














4 3 I 1 0.88 -0.09 0.24 …3.21 
6 2 立--1 1.1自 0.84 0.99 2.22 
4 立-2 0.83 1.60 1.38 1.02 
4 5 II-2 0.93 1.27 1.19 1.10 




ロット1mの成長率の謹は大きい。 76年から 88年の全期IlJlを通じて， 4 4と4-6の成長率が高





4 4・4-5・4-7において， 7611::'-80年lこ4%あるいは 5%といったレベjレの年平均成長取





して，中経木成長とでもいうべき 30--38 crnl塘の成長が顕著に認められる。とくに， トド
マツ 1-2型の 4-4・4 6・4 8にみられるように， LlJ製分布が20crn階から 30-40 crn勲へ
とシフトした様子が明瞭に現れている。また， 4 -2・4-9・6-1 (トドマツ~!I-1) あるい
は4-5・4-7 (Jよ葉樹型II-2)にも 30--38 crn階の成長が示されている。
このような傾向を成長本でみるために，表7に筏級自IJの平均材積成長本を{9IJ治しておいた。と




プロット 4 -1 4 -3 4…6 4 9 
i鼠径 トドマツ広議樹総数 トドマッ広葉樹総数トドマツ広葉樹総数トドマツ広紫椅j総数
10米満 1.8 1.4 1.2 2.2 …2.4 -1.0 …2.0 2.5 0.3 -5.5 …4.6 …4.9 
10…18 -4.8 0.8 -0.5 4.9 3.1 3.6 -0.6 0.0 -0.4 。目7 0.9 0.1 
20-28 3.3 2.2 2.6 …0.2 3.3 2.2 …2.2 1.7 一1.1 i目。 -0.6 0.4 
30-38 8.6 -2.0 -0.6 7.4 0.8 2.2 54.9 9.3 36.6 5.0 16.1 8.1 
40…48 1.4 5.8 4.3 -5β …3.9 -4.5 1.2 5.7 5.1 …3.8 0.1 
50-58 3.1 3.1 0.5 0.5 …3.6 -，3.6 …8.3 13.9 5.6 
>60 2.4 2.4 0.6 0.6 0.9 5.5 
総数 1.5 1.4 1.4 -0.5 0.5 0.2 5.5 2.1 3.9 2.3 1.9 2.1 
5 枯損と滋界
( 1 ) til損水
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67 (14) 55 (12) 43 (2) 46 (12) 46 (28) 44 (23) 42 (2) 14 45 (5) 22 36 
1.61 
1 )柏1"{;本数は0.2haプロットの測定{成。
2) N. • L 1 -LlVは，利用li級IZ分。
3) ( )内は， 1976;手から80俸にかけて滋界した測定*の中で， 88年のdlrJ定でねi鏑木となった*数。
4 )約邸機(年平均もi摘E%i)需給綴本数/初j関本数/測定期間(%)
1.39 2.41 1.94 2.26 2.00 2.04 0.91 1.45 0.86 1.34 村if災主終 (%) 
4-2・4-6・4-8・4 9・6-1となり， これらは元々トドマツ型の林分である。次いで，
広葉樹をみると， アオダモの枯損が著しく， 4 1・4-5・4-9に多い。このプロットも， ア
オダモが本数において上位を占める林分である(前;晶表2参!lの。































? ? ? ? ?? ?
6 
8 


























??? ? ? ?
??????
1 
????????? ? ? ?













? ? ? ? ? ?
?
? ?






















































































































13 6 8 19 6 18 16 8 49 22 5 t、苦」縄問 III
1 )進界本数はO.2haプロットのiJ測定鎖。











flJ[ll~克彦・竹内典之・ JII付減・円安JHI&印l' illle正予三: 森林の動態に1M<1する研究 (I) 
林の天然林について….JiO，7i報.60. 91-110， 1988 
JlI付誠.fll絞り交1.~ ・竹内政之. i1rH健次郎: 北海道淡iq林天然生林の林分情i立






3) 火山誠 4 ・ Yll付 Vl~之・北j己主1I{IIl ・手11111 ，'だ12: 天然林の純成長!誌のiftJ.:とIilJ制点)，く大ぷi集十1. 15. 
86 -95. 1982 
Resume 
We have been investigating actua1 conditions of a natural forest at Hokkaido. We 
S巴tup some plots which area is about 0.2 ha (40 mx 50 m) before 12 years ago for es. 
timated forest growing stock. We surveyed them thr・eetimes-1976， 1980. 1988. So. 
we report a change of forest composition during a measurement. 
Species which appeared in each plot wer邑 notchanged. A number of stands in 
each times tends downward but the movements are sJow. The growth of D. B. H. is 
difference between each diameter class. At a diameter class 30 -48 cm. a ratio of 
growth is higher than another class. 
